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A0110
小田急2600形　旧塗装　5両セット

主な走行都市

製品の仕様・価格・発売時期は予告なく変更する事がありますので、予めご了承願います。

品番 A0110
JANコード 102398
商品名 小田急2600形　旧塗装　5両セット

商品系形態 塗装済完成品
素材 ABS樹脂
予価

発売予定
規格 Ｎ

カートン内入数 12
実車

商品 東京の私鉄、小田急電鉄の主力通勤型車両を製品化
黄色と青色の旧塗装・非冷房時代を再現
前照灯は実車通り、２灯のうち片側のみ点灯
前照灯はクリアーグリーンに塗装し実感的に
床下機器には好評の超精密印刷
先頭車乗務員扉後方の窓にあるルーバーも印刷で表現
戸袋窓をクリーブルーで塗装
前面手すりも別パーツにより5200形とは差別化
運転台を彫刻で表現
車番・標記類印刷済
ヘッドライト・テールライト点灯
ヘッドライトスイッチ付（ON←→OFF）
黒染車輪採用

付属品 行先ステッカー
パッケージ ５両用ブックケース

オプション対応 トミックス　室内灯#0751,#0781 トミックス　ＴＮカプラー#03７１
関連商品 A0118 小田急5200形　6両セット

編成 1号車 クハ２６５１ ヘッドライト・テールライト 4号車 デハ２８０１ パンタグラフ
2号車 デハ２６０１ パンタグラフ 5号車 クハ２８５１ ヘッドライト・テールライト

3号車 デハ２７０１ モーター車・パンタグラフ

特記事項 小田急電鉄株式会社　商品化許諾済

小田急2600形は、20m４扉の大形車体を最初に採用した高性能車で、車体幅も2600㎜
に拡げられて裾を絞ったものとなり、その後の通勤車両としての基礎を確立した形式で
す。昭和39年から43年までの5年間にわたり川崎車輌・東急車輌・日本車輌で計132両
製造されました。当初5両編成で登場し黄色と青色の旧塗装でした。その後現在の白い
ボディに青帯の入った塗装に変更されました。昭和42年からサハを加えて6両編成化、
昭和47年からは冷房改造化、平成5年から編成組み替えに伴い8両編成が登場し、
VVVFインバーター制御改造車も登場しました。現在は徐々に廃車が進行しています。

MICRO ACEの新製品
鉄道模型マイクロエース

15,500円
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